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元社長が書いたハイパーネット自己破産までの回想録

菊地宏明 ●Hiroaki Kikuchi

『社長失格ぼくの会社が
つぶれた理由』

1997年、「アスキーインタネッ

トフリーウェイ」という接続料金

が無料のプロバイダーが存在した。

専用のアクセスソフト「ホットカ

フェ」を使ってダイアルアップIP

で接続すると、広告表示用ウィ

ンドウが現れて企業のコマーシャ

ルが常時表示される。その広告収

入で運営されるという当時の画期

的なアイデアから誕生した。その

システムを生み出した会社が「株

式会社ハイパーネット」だった。

このハイパーネットの元社長が、

会社の創立からシステムの誕生、

会社の拡大、資金調達の悪化、

そして自己破産に至るまでを回想

してまとめたのが本書だ。これは

ノンフィクションの回想録であり、

業界事情の暴露本ではない。題

名からも分かるように悔悟の念を

持って書かれている。世の経営者

に送った1つのケーススタディー

であり、自らを反面教師にして前

車の轍を踏むことがないようにと

いう願いが込められている。

現在の深刻な経済事情は、

右肩上がりに成長している

と見られがちなインター

ネットビジネスにも大

きな影響を及ぼして

いる。本書には同業

者へのメッセージを強く感じる。

SOHOの企業家たちも、このメ

ッセージを真摯に受け止める必要

があるだろう。ベンチャー企業が

持つ革新的なアイデアと意欲を前

面に出して突っ走る危うさを改め

て知らしめてくれる本だ。

インターネット利用者のライフスタイルとは？

『電脳生活観測'98
－100人の
デジタルライフ－』

1998年末から1999年にかけて

インターネットを通信手段に使っ

た事件が相次ぎ、報道はこぞって

インターネットの匿名性が犯罪の

温床になる可能性を指摘した。し

かし、いつもは辛口のコメントを口

にする木村太郎氏がインターネッ

トのメディアとしての中立性を語っ

てくれてホッとした。インターネッ

トの有効な側面はあまり取り上げ

られなかったからだ。

本書には、インターネットを活用

する人々のインタビューがCD-

ROM1枚と18ページのブックレッ

ト2冊に収められている。本体とな

るCD-ROMには、37名の対面イン

タビューと電子メールを使った70

名とのインタビューが収録されてい

る。対面インタビューは写真と

テキストで構成され、小冊

子の見開きページのような

HTMLのページになってい

る。ブックレットにはインタビュ

ーに関連する写真が1行のコメント

とともに書かれている。

インタビューの内容は「インター

ネットをどのように利用しているの

か」で、読んでいると十人十色の

ライフスタイルが見えてくる。ただ、

本書には取材者側のレポートがな

く、内容として中途半端に感じて

しまう。しかし、一般的なインタ

ーネットの利用風景が見えるとこ

ろは評価したい。

本書を読めば、インターネットは

こんな健全な使われ方もされている

のだということが分かるだろう。

インターネットベンチャーへのメッセージ

簡単に生産性を改善するためのTIPS集

『「超」知的生産とパソコン』

「パソコン」、「整理術」、「知的

生産」といったキーワードで頭に浮

かんでくる作家というと、山根一

眞、紀田順一郎、中野不二男と

なるが、忘れてならないのが野口悠

紀雄だ。『「超」整理法』と『「超」

勉強法』の著者である野口氏が、

97年から98年の間、月刊アスキ

ーで連載していた『野口悠紀雄の

「超」パソコン講座・知的生産の

Modi Operandi』をまとめて加筆

した本が本書だ。タイトルどおり、

「パソコンを知的生産に使うにはど

うしたらよいのか」をテーマに書か

れている。

パソコンのワープロやエディター、

電子メール、WWW、電子事典

を活用する工夫が書かれてい

て、すぐに利用できる

TIPS集というべき構成

になっている。数年

もパソコンを使いつ

づけている人ならば経

験的に身につけているような

手法を使って、簡単に生産性を改

善する方法を解説しているのだが、

パソコン初心者には有益な情報だ

ろう。たとえば、作成した文書フ

ァイルにキーワードを埋め込んでお

いて、「grep」（文字列検索の命

令）で情報を検索する方法は、十

数年前からUNIXユーザーなら誰で

も行ってきたことだ。だが、言わず

と知れたこととして、書籍などで取

り上げられることが少ないから、改

めて解説する意義はある。タイト

ルの「超」はトレードマークだから

仕方ないが、パソコン知的生産入

門というタイトルのほうがしっくり

する内容だ。

野口悠紀雄著
株式会社
アスキー発行
243ページ
本体1,600円＋税
ISBN4-7561-1893-3

板倉雄一郎著
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『できるポストペット
2001』

年末に新しいパソコンが家に届

いた。さっそく妻はプリインストー

ルされていた「ポストペット」を使

い始めた。ペットはミニウサギ。好

んで食べるキャンディーをあげ続け

ていたら、キャンディーを食べ尽く

してしまった。どこでキャンディー

を仕入れて来ればいいのだろう？

年末から「ポストペット2001」の

テレビコマーシャルが流れはじめた。

めざとい妻はポストペット2001を

狙ってるようだ。ある日、ポストペ

ット2001のお試し版がホームペー

ジに公開されていたのでダウンロー

ドしてみた。ペットが8種類に増え

ている。自慢げに妻に見せびらか

す。さっそくインストールして使お

うと思ったがマニュアルがない。ど

うしたものだろう？　こんな家庭は

いくつもあるに違いない。

本書は、MacOS

8.5とウィンドウズ95/98に対応し

たCD-ROMが付属するポストペッ

ト2001の入門書だ。ポストペット

2001の基本的な使い方はもちろ

ん、ポストペットパークの利用の手

引き、Q&A、プロバイダーへの申込

み方法などが解説されている。旧

バージョンのポストペットから拡張

された機能のすべてを解説している

わけではないので、すでにポストペ

ットを使っている利用者向きでは

ないが、初心者には十分な内容だ。

付属するCD-ROMには、ポスト

ペット2001のお試し版とできるシリ

ーズオリジナルのおやつと部屋が収

録されている。

本書とパソコン、そしてモデムや

TAがあれば、すぐにでもポストペ

ット2001を始められるパッケージ

になっている。

ポストペット2001の入門書

GEODESIC 編著
株式会社ローカス発行
255ページ
本体2,800円＋税
ISBN4-07-391118-X

ビンセント・フランダース、
マイケル・ウィリス著
株式会社エムディエヌ
コーポレーション発行
本体3,800円＋税
257ページ

ちょっと危険なウェブデザインの解説書

『くたばれチープな
ウェブサイト』

ホームページ作成についての解

説本は、プログラム的なテクニッ

クについて解説する技術書、デザ

インのノウハウについて指導する

デザイナー向けの本、マーケティ

ングの観点からメディアとしてア

プローチするビジネス本と大きく

分けて3種類ある。その中でも、

デザイナー向けの本はちょっと高

飛車な内容が多い。結局は著者

のセンスと感性で、良いデザイン

と悪いデザインに分けてしまって

いて論理的な解説がされないこと

もある。芸術的な判断は主観的

に行われ、客観的な解説は難し

いのだろう。そのため、本の著者

と判断基準が合わないと読んでい

て嫌気がさしてくる。

本書もデザイナー向けの本では

あるが、ざっくばらんな内容にな

っている。どう見ても80年代のB

級コメディー映画の主人公にしか

見えないオヤジコンビが、気に入

らないデザインのホームページを

こき下ろしながら、何がいけない

のかを解説する。解説に砕けた表

現をどんどん取り入れていて米国

のバラエティー番組の感覚で次々

と進んでいく。面白くてどんどん

読み進めるけれど、ちょっと下品。

参考にページを直していくと良く

なってくるのだけれど、全体的に

わびさびのないアメリカンテイス

トなデザインになってしまう。参

考になるが、ちょっと危険

なホームページデザ

インの解説

書だ。

お金をかけずに作るネットワークの解説書

『古いパソコンで作ろう
ホームLAN！』

新しいパソコンを買うと、古いパ

ソコンを家庭用簡易サーバーとし

て第二の人生を送らせようかと考

えることがある。ここは一念発起

してPC-UNIXを導入するというの

が順当な道だが、小難しいことを

避けて通るなんちゃってパワーユー

ザーにとってはまさしく鬼門だ。そ

うなれば、現状のOSのままでどこ

まで行けるか、いっそ、その限界

に挑戦してやるとなる。本書は古

いパソコンをOSもそのままで、OS

に備わっているピアツーピアのネッ

トワークサービスや簡易サーバー機

能を駆使して再利用する方法が解

説されている。

取り上げるマシンはマック、

iMac、ウィンドウズ95/98だが、

AppleShare IPサーバーやウィンド

ウズNTサーバーなどの純正のソフ

トを組み込んで専用サーバーを構築

するなんてことには目もくれず、

黙々とチープなネットワーク構築法

を解説してゆく。OSの基本機能

だけでは実現できないサービスは、

市販のサードパーティー製品の機能

で補い、ちょっとしたマルチベンダ

ーネットワークの出来上がりとな

る。安く、効率良く、マックとウ

ィンドウズの両方から使えるサーバ

ーを作るのなら、TCP/IPをベース

にFTPサーバーやWWWサーバー

を作ったほうがいいんじゃないかと

思っている人は読者対象外だと言

える。べつにA p p l e T a l k や

NetBEUIだけでいいという人やプ

ロトコルって言われても分からない

といった、なんちゃってパワーユー

ザー向きの本だ。
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